













価している。さらに、その特色として、 「詳細を尽くしてい だけでなく、ふだんのありさまを書いて、花の妖精でも狐魑魅でも、多くが人情を持っていて、穏やかで親しみやすく、それが異類であることを忘れてしまう。 」と述べ、明末の志怪小説と区別し いる。山口剛も『聊斎志異』のこと 「清朝奇談集中の尤 と共に、また支那奇談集中 傑れたるものである。 」と評価し、その文辞の巧妙さを賞賛してい
る（２）
。それらの意見に異論はないが、中国の小説史において、清の時
代が文言小説より白話小説が主流であった時代であるにもかかわらず、蒲松齢があえてこの時代の流れに乗らず、文言を取って中国の 異文学の集大成と言われる『聊斎志異』を作りあげたことも注目さ ること ろう。落第書生であった蒲松齢はこの作品を通じて、様々な異界の物語 語ると同時 、 「時代性、社会性を加味して
（３）
」 、実世界に対する批判をし、鬼















のの、翻案作もいくつか出ている。たとえば、一七九二年 は、森島中良が『聊斎志異』から五篇の作品を翻案し、 『凩草紙』として刊行して る。五年後の一七九七年 は、曲亭馬琴の『聊斎志異』翻案作である『押絵鳥痴漢高名』が刊行された（８）
。明治期になると、漢文は知識人の基礎教養として認識されるようになり、新聞紙上の漢詩欄の設置などにうかがえるよ



















































































、 「 『皮一重』も（ 『浴泉記』と）同じような美しい擬古文風のスタイルで訳出されている。ただきみ子の訳は









































ながら、 「小野篁」の「英才」があることを合わせて表現するために 小野篁に関する説話を巧妙に活かして 白楽天の詩などを吟味する優雅 文人の姿として描き出している。
さらに、原作には、季節に関する情報は一切ないが、学海の「訳文」には
B「折しも秋の半にて。紅葉の庭に散りたる
















野篁の内面を叙述 てい 。そして、好奇心によって、異議 く使者に従う小野篁が見た大厦高楼につい 、学海は「見るほとに。常には見えぬ」と潤色し、異世界のできごとという先の展開を暗示し いる。
⑷「又見宮人女官
 往來甚夥」の部分について、学海は訳文で、 「衣冠」 、 「衣装」まで丁寧に描写して、原作より、異世界









































































面では、学海作はいくつかの描写を省略している。これは日中 風俗 相違からの措置であろうが、⒁ 窮極芳膩」も訳していないのはなぜだろうか。原作には、 「窮極芳膩」のところに、但雲湖 「確是蜂房」 （確かに蜂房である）という評があっ 、この一句の伏線の役割を強調している。 かし、学海はそ 伏線を省略して、 「洞房 の状況 のかわりに、
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た。 『江談抄』 、 『今昔物語集』並びに『三国伝記』は、篁が炎魔宮の冥官であったとしている。篁が異界の人と接する「篁説話」は、古くからある。 「小野篁」は「蓮花公主」の翻案作として、中国 怪異小説と日本の伝統とを折衷して、独自性を出そうとした作品である。実世界に対して、学海は篁のために、濃厚な「中国」 色彩を帯びている異世界 作った。「麗しい衣装」を着ている人が往来している「大厦高楼」 、 「雲篆」で書いた扁額、並びに「水陸の珍羞を置き列べ、金銀の器もてこれをすすむ」宴席などからは、容易 「西遊記」の天宮か竜宮かが想起されるであろう。幼年時代から中国文学・文化に親しみ、漢詩文を広く渉猟した学海にとって、作品中の異世界を中国の古典と関連させるのは自然な選択であったのはなかろうか。
第三に、原作の記述的筆調に対して、学海は人物の会話を附け加えることなどによって、細緻な描写で登場人物の内面を




















































う。引用文にある四つの翻訳作品の中で、 「皮一重」は唯一『聊斎志異』によるもので、依田学海の「小野篁」と同じ明治二三年に発表されている。しかも、両作品とも雅文調で書かれていて、季節を秋に設定し、内面描写や情景描写を多く書き加えている 直訳の部分もあるが、それぞれの工夫によって情緒豊かな作品となっている。ほぼ同時に発表された「皮一重」は「小野篁」に倣った可能性が大きいと考えられる。「小野篁」について、森鴎外、拝見居士とも表現については賞讃したが、作品の性質を翻案・翻訳とするか、創作とするかでは意見を異にしていた。作品のとらえ方につ て、次の石橋忍月の批評 興味深い。
學海居士の筆に成れる小野篁も亦た新著百種第八號の附録として現出せり二十ページに足らざる短篇なれども小野篁






石橋忍月は「無窮雋永の寓意ある」 、 「簡潔」 、 「健全」 、 「風韻ありて餘情永く」などの言葉を用いてこの作品を激賞してい
























































































迷ら「近代文学」の新しい「要素」を持つ人々が集まっていた。学海は彼らの著作のために、序文を書き、また批評もしている。学海が幸田露伴を文壇 送り出したことは文壇の佳話として広く知られている。さらに、 『女学雑誌』 、 『国民之友』などの雑誌に積極的に寄稿して、小説・文学評論を書き継いで った学海の創作は厖大である。このように 人脈の形成やから創作、批評活動まで日本文学の近代化に対する学海の貢献は大きい
新世代の文学者と比べると、保守的で不徹底的ながらも、依田学海作品の芸術性、登場人物の内面描写など、 「近代文
学」の実現を目指して独自の努力をしていたことは認められてよいので な か そして、この作品は 日本古典文学の系統を継承しなが 、近代的な要素を取り込んだ過渡期の作品とし 文学史に位置づけられ よい 思う。






































































































































25）古代の において、妻のために眉を描くことは妻を愛する表現としてよく文学作品で取り上げられる。 『漢書・張敞伝』には、張敞が妻のために眉を描くという記述がある。それ以降、 「張敞画眉」は夫婦の仲睦まじさを述べ 際 典故となった。
（
26）中国漢の班固が著した『漢武故事』によれば、漢武帝が、阿嬌を見始めた時、 「もし阿嬌を得ばまさに金屋を以てこれを貯うべし」といった。これは「金屋の阿嬌」という典故の由来である。唐の李白も「妾薄命」で 「漢帝寵阿嬌、貯之黄金屋」と詠じていた。ここの「金屋」は大きな家 喩えとしてよく使われ、 阿嬌」はもともと漢武帝の伯母の娘でるが、麗しい女性 呼称としても使われてい 。
（
27）石橋忍月（匿名子） 「新 百種第八号芳李」 （ 『国民之友』 「新聞雑誌」一八九○年三月三日） 。
（








30）石橋忍月（匿名子 「小野篁」 （ 『国民之友』 「新聞雑誌」一八九○年三月三日）
（



























36）石橋忍月（匿名子） 「小野篁」 （ 『国民之友』 「新聞雑誌」一八九○年三月三日） 。
（
37）石橋忍月「報知異聞」 （ 『国民之友』一八九○年四月三日） 。
（






















































ろ成人をして咀嚼せしむるに充分の價値あり、是れ吾人が皮一重を以ッて凡作に非ずとなす所以なり。 「今の言文一致といふものには賤しきふしも少なからず、さればとて古文のまゝを今さらに作出んもねがはしからず活語てにをはの法をたゞして今の言葉をも用ひほどよき物かゝばやと思ひ侍る」是れ女史が文躰に就ての意見なり、吾人は是に於て乎始めて知る、女史が總ての譯文詞健にして熟美なる所以の偶然にあらざるを。 （石橋忍月〔啄木鳥〕 「閨秀小説家の答を読む」 〔 『国民之友』一八九○年四月十三日〕 ）
（

















































































































































































































































































































































王は盃を舉てこれを勸むれとも。篁これを看もかへらす。王はやうやくその心を悟り。寡人か女容卑しけれとも。いがて君子の配偶と為さま欲し此事いかにある可からんと仰しかと。篁なほも悵然として痴人のことく。きゝ入るゝこと無りしかは。近臣はこれ 傍痛く思ひしにそ 主君の仰することあるを。御身 何と聞かせ給へるとしは
〱
言はれて。篁はやうやくにして我に復り。あたりを顧み。

















































































姫君は紅の錦を て。首を覆ひ凌波 歩ゆるやかに 設の席に就き給ひ。篁と婚姻の儀を終りしかは。 は王 仰を承り。篁に館 はり。姫君 腰入の慶を果たしけり。
S 然る程に篁は思も懸けす。國王の婿となるのみか。世にも稀なる美人を娶り
























































































































































































































































































篁は學生と件の はいつこよりか。斯くは群 よるにやと。尋ねもとむる 篁か家の隣な 賤の翁かすめる圃にそありける。此圃のうちに蜂の巣作りて棲むこと三十餘年にして。子を生むこと極めて多か しとそ。
或以生事告翁
　
翁覘之
　
蜂戶寂然
翁は他よりして篁か事をきゝしかは。窃かにゆきてその巣をみ き ふまて數多捿みたる蜂は。たゝ一疋も居らすなりにき。
⒅
 發其壁
　
則蛇據其中
　
長丈許
　
捉而殺之
　
乃知巨蟒
即此物也
　
蜂入生家
　
滋息更盛
こは如何なるゆえそと。訝りて。その巣作りし藁屋の壁を毀ちて。これを見しに。長さ
 
V 八尺あまりの蛇。その壁のうちにありしかは。これを打殺して捨にけり。
げに
〱
かの姫君の御腰の細かりしも。またかの音樂のいと微かなりしも。

